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柱梁曲げ耐力比の小さい RC造ト形柱梁接合部の構造性能に及ぼす横補強筋の影響 

その 1 実験概要及び実験結果 
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1 はじめに 

現行の鉄筋コンクリート(以下，RC)造建築物の耐震設

計では，梁曲げ降伏先行型の全体崩壊形を形成する架構

が推奨されている。しかし近年，柱梁曲げ耐力比(式 1)が

1.5 以下の場合，架構の耐力が設計強度に到達せずに，図

－1 に示す接合部降伏により終局に至ることが指摘されて

いる 1)など。これに対し，太田ら 2)の研究において柱梁曲げ

耐力比 1.5 程度の架構では図－2 で定義される接合部補

強比を高くすることで，接合部降伏による破壊の進展が

抑制され梁曲げ耐力を発揮することを実験により示した。

しかし柱梁曲げ耐力比が 1.0～1.5 の，接合部降伏の進展

がより顕著な範囲と考えられる架構に対しては，実験に

よる検証が不十分である。(図－2) 
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以上より本報では，柱梁曲げ耐力比 1.0～1.5 の範囲で

梁曲げ降伏先行型に設計した RC 造ト形柱梁接合部架構に

対し，接合部横補強筋量及び強度をパラメータとした部

分架構静的加力実験を実施し，補強比が架構の耐力，変

形及び損傷に及ぼす影響について検討する。 

2. 実験概要 

2.1 試験体概要 

表－1に試験体諸元，表－2に各計算値を示し，図－3に

後述するT10-40試験体を例に試験体形状及び配筋を示す。

計画した試験体は中高層建物下部の外部柱梁接合部を想

定したト形柱梁接合部架構であり，形状寸法は比較のた

め既往の実験2)と同一とした。試験体は接合部横補強筋の

配筋のみが異なる計4体とし，接合部補強比が40～80%と

なるように設計した(T10-40,50,60,80)。 

2.2 実験方法 

加力装置を図－4に示す。水平ジャッキにより正負交番

繰り返し載荷を行った。その際上部 2本の鉛直ジャッキ

により上柱に作用する軸力を 0kN，かつ加力ビームが回

転しないように制御した。また梁端部の鉛直ジャッキに

より梁の鉛直変位が 0になるように制御をした。加力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 接合部破壊メカニズム図(正載荷時) 

図－2 接合部補強比と柱梁曲げ耐力比による 

試験体相関図 

表－1 試験体諸元 

表－2 試験体各終局時計算値(単位 kN) 

T10-40 T10-50 T10-60 T10-80

4-D10

(SD390)

4-D10

(SD390)

4-D10

(SD390)

4-D10

(SD390)

接合部
4-D10

(SD390)

4-D13

(SD295)

4-D13

(SD390)

4-D10

(SD785)

60.8 64.3

3.44 3.44 3.46 3.32

40.3 50.9 66.6 70.2

1.40 1.41

1.27

1.24 1.25 1.22 1.27

1.37 1.38 1.37 1.38定着耐力/梁曲げ耐力

試験体名

柱(500×500mm)

主筋 12-D22

帯筋

階高(mm) 2700

梁(450×550mm)

主筋
(機械式定着）

5-D25

(SD490)

あばら筋
2-D10

(SD295)

スパン(mm) 3700

正

軸力(kN)

横補強筋

ヤング係数Eｃ（×１０４N/mm
2
)

コンクリート強度σB(N/mm
2
)

0

接合部補強比(%)

柱梁曲げ耐力比
負

せん断余裕度

1.41

1.26

62.6

梁曲げ
降伏時

上柱曲げ
降伏時

接合部せん断
破壊時

Qc_mub 上Qc_muc 下Qc_muc + 下Qc_muc - Qc_Vju

T10-40 276.7 380.7 380.7 302.5 344.5

T10-50 276.7 380.7 380.7 302.5 344.5

T10-60 276.4 380.0 380.0 302.0 337.7

T10-80 277.0 381.4 381.4 303.0 351.3

下柱曲げ降伏時
(左:正側、右:負側)

図－3 試験体配筋図（単位 mm） 
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方向は下柱に梁のせん断力が圧縮軸力として伝わる時を

正載荷とし，正負各載荷時の柱梁曲げ耐力比は表－1 に示

す通りである。 

2.3 材料特性 

表－3 に本実験にて使用した鉄筋の材料特性を示す。コ

ンクリートの圧縮強度及びヤング係数は表－1 に示し，圧

縮強度は各接合部試験体の実験時材齢の結果である。 

3 実験結果 

 図－6 に各試験体の層せん断力‐層間変形角関係を示す。

いずれの試験体も 1/400rad.サイクル時に梁に曲げひび割

れが生じ，1/200rad.サイクル時に接合部中央に斜めひび割

れが生じた。接合部横補強筋はいずれも最大耐力に至る

前に降伏し，T10-80 試験体が±1/67rad.サイクル時に，そ

の他の試験体は±1/100rad.サイクル時に降伏した。T10-40

試験体は±1/50rad.で最大耐力に達したが，正負ともに梁曲

げ降伏計算値を下回った。その他の試験体は±1/33rad.で最

大耐力に達し，正側では梁曲げ降伏計算値を上回ったが，

負側では下回った。接合部補強比の増大により最大耐力

の上昇が見られたものの，T10-80 試験体は T10-60 試験体

とほぼ同等の耐力性状を示した。また，写真－1 に各試験

体の最終破壊状況を示す。全試験体とも接合部に破壊が

集中し，最大耐力が梁曲げ降伏計算値を上回った試験体

でも接合部降伏により終局に至ったと推察される。 

4 まとめ 

RC 造ト形柱梁接合部静的加力実験を行い，耐力及び破

壊性状について以下の知見を得た。 

1) 柱梁曲げ耐力比 1.5 以下の範囲でも接合部補強比の増

大により架構の耐力が上昇し，接合部補強比 50％以

上では梁曲げ耐力を発揮することが確認された。 

2) 柱梁曲げ耐力比 1.5 以下の架構では，正載荷時に梁曲

げ計算耐力を発揮した T10-50,60,80 試験体であっても，

最終的には接合部降伏により終局に至ることを示した。 
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あばら筋 D10(SD295) 346 460 2277 14.5

D10(SD390) 477 651 2992 17.0

D10(SD785) 831 969 3889 17.9

D13(SD295) 339 483 2072 16.9

D13(SD390) 444 624 3084 19.8

柱主筋 D22(SD345) 402 578 2376 19.3

梁主筋 D25(SD490) 533 706 3143 19.2

ヤング係数

(×10
4
N/㎟)

帯筋

鉄筋
降伏強度

(N/㎟)

引張強度
(N/㎟)

降伏歪
(μ)

表－3 鉄筋材料試験結果 

図－6 荷重－変形関係  写真－1 最終破壊状況 
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図－4 加力装置図（単位 mm） 
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